




























いう構文上の特徴があることが明らかとなる．また，文豪 5 作家以外の結果として，片山は 2 文になり得るも
のを 1 文にまとめて重文あるいは複文として書くという特徴などが明らかとなる．	
	 木を素性とする線形分類器で分類平面を作り，重みの大きい木を作家の特徴とするアプローチには，	
木カーネルと SVM を用いる手法と，部分木を素性とし，それを弱学習器とする boosting テキスト分類アルゴ
リズムである Bact を用いる手法をとる．その結果，（1）単語情報を落とした本研究の枠組みでは分類性能は
でず，（2）重みの大きい木に着目し，人手で分析することで，作家の特徴と言えるような，その作家に広く
使われるような木の特徴を捉えることは可能である．（3）また，Bact では使われる木の種類といった観点な
どから作家の特徴を捉えることはできることが明らかとなる．	
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